
★帯状疱疹のワクチンは 2種類あります。 

ワクチンの種類 
水痘ワクチン（生ワクチン） シングリックス（不活化ワクチン） 

対象者 
50歳以上 50歳以上 

接種できない人 ・50歳未満 

・生ワクチン接種し 4週間経過していない 

・免疫抑制薬やステロイドﾞ内服中 

・妊娠中 

・明らかに免疫力が低下している 

・発熱・急性疾患にかかっている 

・ワクチンの成分やカナマイシン、エリスロマイシン 

でアレルギー症状を起こしたことがある 

・50歳未満 

・発熱・急性疾患にかかっている 

・ワクチンの成分でアレルギー症状を起こしたことがある 

接種回数 
1回（皮下注射） 2回（筋肉注射） 

利点 ・注射が 1回で済む 

・接種料金が安い 

・副反応が少ない 

・予防効果が高い（90％以上） 

・予防の持続期間が長い（10 年以上） 

・免疫が低下している人などにも接種できる 

欠点 ・予防効果が低い 

（接種時 60％程度だが、年々効果が低下する） 

・予防の持続期間が短い（5 年程度） 

・免疫が低下している人などには接種できない 

・2回接種が必要 

・接種料金が高い 

・接種部の痛みが生じやすい 

料金 （一般価格）8.250円 

（組合員価格）7.700円 

※1口 3000円のお預かりで組合への加入が可能です。 

（一般価格）1回 22.000円（2回接種で 44.000円） 

（組合員価格）1回 20.900円（2回接種で 41.800円） 

※1口 3000円のお預かりで組合への加入が可能です。 

副反応 ・注射部位の痛み・腫れ・発赤 ・注射部位の痛み・腫れ・発赤・倦怠感 

★水痘ワクチンと比べ上記の副反応が出やすい。 

 


